




要約：ウィルソン病は我が国においては出生約 3 万～3 万 5 千人に 1 人と言われ、主要な

遺伝性疾患の一つである。そこで本研究においては我々か今回開発したELISA 法(セルロプ

ラスミンの測定)が 18 ヵ月児を対象としたウィルソン病のスクリーニング法として適切で

あるか検討した。その結果、基本的には ELISA法でセルロプラスミンを測定するシステム

を開発することができた。今回の結果を基に実用に向けたスクリーニング法の開発を続け

て行きたい。 


